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宮
崎
医
療
生
活
協
同
組
合

「
生
協
ク
イ
ズ
」
係
宛

※
名
前
の
書
き
忘
れ
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
下
さ
い
。

「おげんきですか」へのご意見・ご感想をおよせください。 Eメール：mcoop1030@ray.ocn.ne.jp

遠藤･高田･中島徹（循環器内科）、古谷（消化器内科）、高橋聡･永友（呼吸器内科）、植野（糖尿病内科）、三宅（内科）、高橋麻里子（内科・リハビリ）、
山岡･中島努･末岡（外科・肛門外科）、山元･上野･愛甲･久保（小児科）、坂口･上山（後期研修医）･井上･松尾･木脇（初期研修医）

●1月から土曜日夜間の一般内科外来は休診になりました。

●診療科は内科。
●火曜、水曜、金曜の13：30～15：00までは往診。

入居者を募集しています。
入居希望の方は、介護事業部（0985）23-7168（介護部長　長友則子）までご連絡ください。

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

休 診（往 診）

中　村

中　村

中　村

休　診

午　前 午　後
15：00～
18：00まで

三　宅

三　宅

交替制

三　宅

三　宅

三　宅

午　前
8：30～12：30
（受付11：30）まで

三　宅

休 診（往 診）

三　宅
17：00～19：00

休 診（往 診）

三　宅

休　診

午　後
16：00～
18：00まで

第1週のみ15：00～18：00
第2･3･4･5週は16：30～19：00

月曜日
　～土曜日
9：00～15：30

小児科
相談外来（月1回）
14：00～16：00

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

末　岡

末　岡

末　岡

休　診

末　岡

休　診

末　岡

末　岡

末　岡

交替制

末　岡

午　前 午　後
15：00～
17：30まで

月曜日
　～土曜日
9：30～16：00

　

官
製
は
が
き
に
、
答

え
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
ご
記
入
の
う

え
、
下
記
の
宛
先
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。ま

た
、Ｅ
メ
ー
ル
で
も
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。「
お

げ
ん
き
で
す
か
」
を
読

ん
で
の
ご
意
見
・
ご
感

想
な
ど
も
お
書
き
く
だ

さ
い
。
正
解
者
の
中
か

ら
抽
選
で
５
名
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
差
し
上

げ
ま
す
。
〆
切
は
９
月

30
日
で
、
当
選
者
は
10

月
号
の
紙
面
で
発
表
し

ま
す
。

【
応
募
方
法
】

【
送
り
先
】

【
８
月
号
の
答
え
】 

【
７
月
号
当
選
者
】（
応
募
数
17
通
）

クイズの答えはEメールでも
受け付けております→

11：00終了

第1土曜休診

通所介護
デイサービス

通所介護
デイサービス

黒
木
し
の
ぶ
さ
ん（
日　

向　

市
）

別
府
ハ
ツ
子
さ
ん（
国　

富　

町
）

尾
花　

蓉
子
さ
ん（
宮　

崎　

市
）

野
辺
み
ち
子
さ
ん（
宮　

崎　

市
）

田
中　

光
寛
さ
ん（
三　

股　

町
）

ア
（
１
）　
　

イ
（
２
）

ウ
（
６
）　
　

エ
（
７
）

オ
（
５
）　
　

カ
（
３
）

キ
（
４
）

月

火

水

木

金

土

内　　　　　　　　　科
午　　　前

一　般
1診 2診 3診 4診 5診

予　約　制

受 付　8：00～11：45
診 療　8：30～12：30

受付
17：00～
　  19：35
診療
17：30～
　  20：00

受付
8：00～11：45

診療
8：30～12：30

受付
8：00
　～11：45
診療
8：30
　～12：30

特診

アレルギー
（要予約）

特診

脳波
神経
（要予約）

（要予約）

受付
16：30～
　　19:00
診療
17：00～
　　19：30

受付
14：30～16：30
診療
15：00～17：30

14：00
～

17：00

13：30
～

16：30
（要予約）

13：45
～

16：15

土曜日：午後
受付 13：30～16：30
診療 14：00～17：00

交替制

受　付
13：30～16：30
診　療
14：00～17：00
交替制

第1･3･5週
山岡又は中島努

第2･4週
末　岡

午　前 午　前 午　　後

乳児健診外　来 予防接種

夜　間
午　　後 夜　間

外　科 小　　　児　　　科

交替制

交替制

交替制

遠　藤

遠　藤

交替制

山　岡

山　岡

中島努

休　診

中島努

高橋聡

植　野

永　友

古　谷

高橋聡

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

遠　藤

高　田

遠　藤

高　田

中島徹

1週：高田
2週：髙橋聡
3週：植野
4週：永友

高橋麻里子

古　谷 交替制

小　澤

交替制

高橋聡

交替制

11：00～12:00

高橋麻里子
11:00～12:00

坂　口
8:30～10:00

15:00～16:45
高橋麻里子
16:45～17:30
交替制

三　宅
10：30～12:30

上　山
8：30～10:00

1診:山元
2診:久保

1診:久保
2診:山元

1診:愛甲
2診:山元

1診:久保
2診:愛甲

1診:上野
2診:愛甲 山元

予約のみ17:00～18:00
遠　藤

17:30～20:00
交替制

第1・3・5週は休診

小牧 第2･4週
休　　　診

宮崎市大島町天神前1171

☎0985（24）6877

　

今
、
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
が
多
く
の
人
び
と
に

愛
読
さ
れ
て
い
ま
す
。
沢
山
の
本
や
ア
ニ
メ
が

あ
り
ま
す
が
、
10
人
の
作
家
の
作
品
を
選
ん
で

み
ま
し
た
。
次
の
作
品
の
作
者
は
誰
で
し
ょ
う
。

大
人
が
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
子
ど
も
に
、
子

ど
も
が
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
大
人
に
相
談
し

て
答
え
て
く
だ
さ
い
。

交替制

上　野高　田 久　保

愛甲　
／
　山元

上　野

山　元

久　保

久　保

上　野 愛甲

愛甲

愛　甲

山　元

山　元交替制

久　保

久　保

上　野

愛　甲

交替制

山　元

8：45～12：30
（受付12：00）まで

9：00～12：30
（受付12：00）まで

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-55-0025

小規模多機能ホーム

宮崎市大島町国草142-2
ＴＥＬ 0985-75-0700

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

宮崎市祇園3丁目195番地
ＴＥＬ 0985-61-7720

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

～ ～～ ～～ ～
　

医
療
生
協
の
魅
力
を
地
域
に
広
げ
、
班
会
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
し
て
医
療
生
協
の
仲
間
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

バ
ス
ハ
イ
ク
で
２
人
が
新
し
く
組
合
員
に

　
「
消
費
生
活
協
同
組
合
法
」
は
１

９
８
４
年
に
成
立
し
、
同
年
10
月

１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

を
記
念
し
て
日
本
医
療
福
祉
生
協

連
で
は
、
10
月
・
11
月
は
生
協
を

広
め
る
強
化
月
間
と
し
て
位
置
づ

け
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
は『
健
康
を
つ
く
る
。
平
和
を

つ
く
る
。
い
の
ち
輝
く
社
会
を
つ

く
る
。』
運
動
を
す
す
め
ま
す
。

　

宮
崎
医
療
生
協
で
は
月
間
中
に

「
２
０
０
回
以
上
の
班
会
を
通
し
て

14
の
新
班
と
、
９
０
０
名
の
仲
間
、

出
資
金
増
資
１
、
５
０
０
万
円
」

を
目
指
し
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
や
バ
ス
ハ
イ
ク
な
ど
の
楽
し

い
企
画
、
公
民
館
で
の
体
操
や
健

康
チ
ェ
ッ
ク
、
料
理
教
室
な
ど
に

参
加
し
て
医
療
生
協
の
魅
力
を
地

域
に
広
げ
ま
し
ょ
う
。

（
写
真
は
昨
年
の
も
の
で
す
）

公民館での“のびのび３Ｑ体操”公民館での“のびのび３Ｑ体操” 料理教室（小松支部）料理教室（小松支部）

減塩達成表彰状減塩達成表彰状

体力に合わせて
健康ウォーキング

1000名以上の来場者で
賑わった昨年の

宮崎生協病院健康まつり

夜　間
17：00～
19：00まで

日　高

日　高

日　高

月

火

水

木

金

土

午　前 午　後診
療
時
間

日　高

日　高

日　高

日　高

日　高

日　高

休診（往診）

休診（往診）

第3土曜日は休診

8：30～12：30
（受付12：00）まで

宮崎市和知川原2丁目25-1　 ☎0985（23）0050

●
午
後
は
往
診
等
の
為
診
察
は

　

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

●
夜
間
受
付
は
1
8
:
4
5
ま
で

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-52-2225

グループホーム

グループホーム にじの樹　　　
　　　　TEL 0985-35-6022
デイサービス和知川原　　　
　　　　TEL 0985-32-3414

れいんぼう会館
宮崎市和知川原２丁目25-1

長
雨
の
梅
雨
が
明
け
る
と

熱
中
症
記
録
の
日
本
列
島
、

猛
暑
は
払
拭
で
き
な
い
ま

で
も
国
民
の
安
全
と
平
和

を
守
る
運
動
が
全
国
に
広

が
っ
て
い
ま
す
▼
４
月
末

か
ら
５
月
は
じ
め
ワ
シ
ン

ト
ン
を
訪
問
し
た
安
倍
首

相
は
、
国
会
に
提
案
も
し

て
い
な
い
戦
争
法
案
を
８

月
中
に
可
決
す
る
と
オ
バ

マ
大
統
領
に
約
束
し
ま
し

た
。
衆
議
院
で
は「
国
民
の

理
解
は
進
ん
で
い
な
い
」
と

首
相
は
認
め
て
強
行
可
決
、

参
議
院
で
は
礒
崎
首
相
補

佐
官
は
戦
争
法
案
に
関
し

て「
法
的
安
定
性
は
関
係
な

い
」
と
立
憲
主
義
を
否
定
す

る
発
言
を
し
ま
し
た
。
ア

メ
リ
カ
頼
み
の
従
属
外
交

が
国
会
軽
視
と
な
り
、
国

民
に
理
解
さ
れ
た
く
な
い

安
保
法
制
、
大
企
業
だ
け

が
恩
恵
を
受
け
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、

雇
用
制
度
の
改
定
で
差
別

と
格
差
の
拡
大
、
原
発
の

再
稼
働
、
国
民
の
要
求
と

願
い
と
は
反
対
方
向
に
暴

走
し
て
い
ま
す
▼
こ
の
よ

う
な
中
で「
安
倍
ヤ
メ
ロ
」

の
世
論
は
全
国
で
広
が
っ

て
い
ま
す
。
老
若
男
女
、

高
校
生
ま
で
集
会
や
デ
モ

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
戦

後
70
年
の
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
と
日
本
母
親
大
会

は
平
和
と
民
主
主
義
の
屋

台
骨
と
な
っ
て
運
動
を
支

え
て
い
ま
す
。「
一
人
は
み

ん
な
の
た
め
に
、
み
ん
な

は
一
人
の
た
め
に
」
民
医

連
、
医
療
生
協
も
全
国
で

奮
闘
し
て
い
ま
す
▼
宮
崎

で
は
毎
金
曜
日
橘
通
り
で

17
時
か
ら
戦
争
法
反
対
集

会
、
18
時
か
ら
県
庁
前
で

原
発
反
対
集
会
と
九
電
ま

で
行
進
し
て
い
ま
す
。
国

民
主
権
者
と
し
て
日
本
国

憲
法
と
九
条
を
守
り
後
世

に
引
き
継
ぐ
正
念
場
で
す
。

（
Ｋ
・
Ｙ
）

バスハイク“やすらぎの郷”バスハイク“やすらぎの郷”

今年も塩分チェックコンテストを開催今年も塩分チェックコンテストを開催

宮崎医療生協月間中の主な取り組み

にに

合合合

くく
し
く
し
く
し
くく
しし

がががが
人人

で
２
人

で
２
人人人

でででで
ククク
イ
ク
イイ
ク
イ
ハ
イ
ハ
イ
ハハハハ
ススス
ハ
イ
ク
で
２
人
が
新
し
く
組
合
員
に

か
ら

ト
ン

相
は

て
い

月
中

マ
大

た
。

理
解

首
相

参
議

佐
官

て「
法

い
」
と

る
発

メ
リ

が
国

民
に

安
保

が
恩

雇
用

と
格

再
稼

体力体力
健健康

1000名1000名
わ賑わ

宮崎生協宮崎生協

宮崎医療生協月間中の主な取

　

７
月
15
日
、
国
富
綾
支
部

は
高
岡
温
泉
〝
や
す
ら
ぎ
の

郷
〞で
バ
ス
ハ
イ
ク
を
行
い
ま

し
た
。
何
回
か
や
っ
た
と
は

い
え
、
た
っ
た
１
回
の
運
営

委
員
会
で
の
打
ち
合
わ
せ
で

良
く
や
る
わ
―
と
い
う
の
が

率
直
な
感
想
で
す
。
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
未
整
備
で

ち
ょ
っ
と
も
た
つ
き
ま
し
た

が
、
み
な
さ
ん
の
協
力
で
そ

の
後
は
順
調
に
。
温
泉
に
入

っ
た
あ
と
会
席
料
理
に
舌
つ

づ
み
を
う
ち
な
が
ら
、
医
療

生
協
職
員
か
ら「
戦
争
法
案
」

と「
小
顔
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」
の

メ
ニ
ュ
ー
。
さ
ら
に
演
歌
に

の
せ
て
の
体
操
や
室
内
で
で

き
る
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど

多
彩
な
内
容
で
し
た
。
26
名

の
参
加
で
２
人
の
方
が
医
療

生
協
の
組
合
員
に
加
入
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
満
足
し
て
い
た
だ
け
た
か

な
？「
料
理
が
お
い
し
か
っ

た
」「
ま
た
来
た
い
」
な
ど
好
評

で
し
た
。

（
国
富
綾
支
部
長 

飯
尾
博
）

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は

〝
響
座
ジ
ュ
ニ
ア
太
鼓
〞

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は

〝
響
座
ジ
ュ
ニ
ア
太
鼓
〞

　

８
月
８
日
夕
方
か
ら

響
座
ジ
ュ
ニ
ア
和
太
鼓

で
は
じ
ま
っ
た〝
お
お

つ
か
生
協
ク
リ
ニ
ッ
ク

ま
つ
り
〞、
園
児
の
マ

ー
チ
ン
グ
や
日
舞
、
バ

ン
ド
演
奏
な
ど
組
合
員

さ
ん
の
ご
協
力
で
３
０

０
名
を
超
え
る
来
場
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。
天

候
に
も
恵
ま
れ
カ
レ
ー

や
焼
き
鳥
は
完
売
、
焼

き
そ
ば
な
ど
の
出
店
も

好
評
で
、
ゲ
ー
ム
や
抽

選
会
で
楽
し
い
ま
つ
り

は
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
運
営
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
出
演
者
な
ら

び
に
組
合
員
の
み
な
さ

ん
、
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

 

（
ま
つ
り　
　
　
　
　

実
行
委
員
一
同
）

学習と交流を深めた
組合員のつどい（宮崎地区）
学習と交流を深めた

組合員のつどい（宮崎地区）
平和の願いを込めた
風船ピースアクション
平和の願いを込めた
風船ピースアクション

体
温
計

FAX　29-4839

FAX　23-0303
FAX　58-3110
FAX　51-9004
FAX　26-7101
FAX　24-0515
FAX　31-1452
FAX　24-0515
FAX　24-0515
FAX　29-4839
FAX　31-1452
FAX　26-1944

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ
（No.135)（No.135)

（
出
題　

編
集
委
員
会
）

宮崎医療生活協同組合
訪問看護ステーション
訪問看護ステーション
生協ホームヘルプサービス

居宅介護支援事業所
居宅介護支援事業所
生協ホームヘルプサービス

健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。 健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。

☎(0985)24-6877

☎(0985)23-0050
☎(0985)58-1222
☎(0985)52-6715
☎(0982)26-7100
☎(0985)23-7728
☎(0982)31-1442
☎(0985)62-1384
☎(0985)24-8538
☎(0985)24-6545
☎(0982)26-2536
☎(0985)23-7168

宮崎市大字熊野1613　☎0985（58）1222 延岡市浜砂1丁目5-17　☎0982（26）7100

◎介護保険の申請や相談については上記の居宅介護支援事業所に
　お問い合わせ下さい。

延岡市浜砂1丁目5番6号宮崎市和知川原2丁目25-1

☎0985（24）8538

☎0985（23）7728

☎0985（62）1384

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

・ホームヘルプサービス

☎0982（31）1453

☎0982（31）1442

☎0982（26）2536

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

・ホームヘルプサービス

◎
病
院
及
び
医
師
の
都
合
上
、
右
表
の
と
お
り
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
下
さ
い
。

宮崎市大塚町大迫南平4401　☎0985（52）6715



健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。

組合員の転居及び氏名変更、お亡くなりになられた場合は宮崎医療生協（電話０９８５－２３ー７１６８）までご連絡ください。

■ 新規加入者　101名（7/1～7/31）
■ 出　資　金　5億5,251 万円
■ 班　　　数　366 班

■ 総組合員数　　48,812 名
■ 平均出資金　　11,319 円
■「おげんきですか」手配り配布数
　　　　　　　　 19,958 部

今、宮崎医療生協は 2015年7月現在

夏
休
み
こ
ど
も
企
画 

〝
こ
ど
も
の
保
健
学
校
〞を
開
催

夏
休
み
こ
ど
も
企
画 

〝
こ
ど
も
の
保
健
学
校
〞を
開
催

〈
宮
崎
地
区
〉

〈
広　

島
〉

〈
長　

崎
〉

〈
県
北
地
区
〉

広
島
と
長
崎
で〝
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
〞

広
島
と
長
崎
で〝
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
〞

戦
後
70
年
、平
和
の
願
い
を
込
め
て

戦
後
70
年
、平
和
の
願
い
を
込
め
て

〜
配
布
協
力
員
紹
介
〜

　

井
上
末
美
さ
ん（
あ
お
き
支
部
・
吉
村

町
北
中
）
は
医
療
生
協
あ
お
き
支
部
発
足

時
か
ら
支
部
運
営
委
員
を
務
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。「
医
療
生
協
あ
る
こ
う
会
」

や「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」
で
頑
張
っ
て

い
ま
し
た
が
、
ご
主
人
の
不
幸
や
大
病

を
患
わ
れ
る
な
ど
で
運
営
委
員
を
辞
め

ら
れ
、
健
康
回
復
に
専
念
さ
れ
ま
し
た
。

健
康
に
な
ら
れ
て
か
ら
は
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
婦
人
部
長
や
市

さ
ん
さ
ん
ク
ラ
ブ
の
理
事
と
し
て
、
忙
し
い
日
々
を
過
ご
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
地
域
会
員
の
健
康
づ
く
り
活
動
や「
お

げ
ん
き
で
す
か
」
の
配
布
を
元
気
に
配
ら
れ
て
い
ま
す
。
あ
お
き

支
部
の「
み
ん
な
の
知
恵
と
力
で
た
の
し
い
支
部
活
動
」
を
支
え

て
い
る
大
き
な
力
に
な
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
《
お
問
い
合
わ
せ
》
組
織
部　

０
９
８
５
・
３
１
・
９
０
５
５

　

●いつもお世話になっています。ＨＣＵ（ハイケアユニット）の看護師さんが、どんな質
問にもとても丁寧に答えてくださるので安心しています。ありがとうございます。談
話室のクーラーが24度になっていて寒いです。

※お褒めの言葉ありがとうございます。今後ますます接遇の向上に努めて参ります。空調に
つきましては、夏場の温度設定を28度（省エネ対策も含めて）にしておりますので、職員
に周知を行います。なお、空調の温度についてのご要望は、お近くの職員へお声かけをし
て頂ければ、迅速に対応させて頂きます。

8月度宮崎生協病院利用委員会8月度宮崎生協病院利用委員会虹 の 声虹 の 声虹 の 声虹 の 声

・戦争終戦を体験した私には「体温計」は分かりやすく大変勉強になりました。
（宮崎市Ｏさん女性）

・７月号の体温計を見ました。全く自民党の横暴ぶりに腹が立ちます。何とか戦争法
案を廃案にしましょう。（宮崎市Ｎさん男性）

み ん な の 声

2
0
1
5
年
８
月
度　

理
事
会
の
報
告

①7月度事業所活動について報告・承認しました。
②7月度医療安全管理委員会について報告・承認しました。
③7月度宮崎生協病院利用委員会について報告・承認しました。
④7月度県連学習教育委員会について報告・承認しました。
⑤7月度県連介護事業所責任者会議について報告・承認をしました。
⑥7月度経営協議会について報告・承認しました。
⑦第26期1、2回常勤理事会について報告・承認しました。
⑧宮崎県民医連第2回理事会について報告・承認しました。
⑨宮崎県社保協第3回幹事会
⑩人事について
⑪2015年度日本医療福祉生協連の会費の改定について
⑫定款の変更について（県の認可）
⑬「有料老人ホーム設置届」の受理について

＜報告・承認事項＞

①7月度の組合員活動概要と各種委員会の取り組みについて報告がありま
した。7月の組合員増やしは101名（目標120名）と目標を下回りまし
たが、出資金増資は389万円（目標362万円）と目標を上回りました。
支部長会議、組合員理事協議会の報告、「笑う班会」講師養成講座、共
同組織委員長会議、第２回めだかの学校などについて報告がありました。

②平和と社会保障を守る取り組みについて提案があり、安保法制、川内原
発再稼働などの報告があり意見交換を行いました。また「戦争法案」に
反対する宮崎連絡会からの「集団的自衛権行使に反対し、戦争をさせな
い、戦争法案に反対するテレビＣＭ・意見広告」への協力についての提
案もありました。

③6月度の経営概況について報告がありました。6月の法人の経常利益は
607.3万円と予算（466.5万円）、昨年実績（96.1万円）を上回りました。
あわせて第一四半期経営対策要事業所の経営状況について報告があり意
見交換を行いました。

④日本医療福祉生協連からの会員規約「年末事業高0.1％の出資要請基準
に基づく出資金増資要請のお願い」を受け、現在の240万円から60万
円増資し300万円とする提案がありました。

⑤助け合い事業の一環としての斡旋事業について提案がありました。今後
支部長会議で審議、合意を得てから契約を行うこととします。

⑥院所利用委員会の規則について提案がありました。
⑦和田監事、川崎監事、岩切監事より本部監査の報告を受けました。大田
原専務理事より監査報告を受けて今後の対応策について回答がありまし
た。

＜審議・決定事項＞

・
若
者
は
楽
器
を
使
い
訴
え
る

　
　
　
　
　
　

戦
争
は
嫌
だ
法
案
廃
止

・
菜
園
の
胡
瓜
は
日
々
に
太
り
け
り

　
　
　
　

明
日
は
ち
ぎ
る
か
明
後
日
に
す
る
か弓削　

敏

・
小
二
児
の
慰
問
の
手
紙
に
書
か
れ
あ
り

　
　
　
　
「
わ
る
い
し
な
へ
い
み
な
こ
ろ
す
」と

・
七
歳
の
児
童
も
す
で
に
学
び
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　

中
国
蔑
視
敵
愾
心
を福

田　

鉄
文

　

７
月
29
日
宮
崎

医
療
生
協
本
部
で
、

健
康
づ
く
り
委
員

会
主
催『
夏
休
み
子

ど
も
企
画〝
め
だ
か

の
学
校
〞』
を
開
催

し
ま
し
た
。
参
加

し
た
６
名
の
児
童
と

12
名
の
保
護
者
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

組
合
員
さ
ん
は
、

ま
ず
上
野
満
先
生（
宮
崎
生
協
病
院
小
児
科

医
）
か
ら『
人
の
体
の
し
く
み
』
に
つ
て「
元

気
っ
て
い
っ
た
い
何
な
ん
だ
ろ
う
？
」
の
問

題
か
ら
始
ま
り
、
心
臓
や
肺
・
腸
の
は
た
ら

き
の
話
し
を
わ
か
り
や
す
く
、
お
も
し
ろ
く

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
聴
診
器
を
使

っ
て
友
だ
ち
同
志
、
お
互
い
の
心
臓
の
音
の

聴
き
合
い
を
し
ま
し
た
。

　

県
北
支
部
で
は
８
月
８
日（
土
）、「
第
二

回
こ
ど
も
の
保
健
学
校
」を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
小
学
１
年
生
３
名
を
含
む
6
年

生
ま
で
の
11
名
。
内
容
は
、
宮
崎
生
協
病
院

研
修
医
の
上
山
典
子
先
生
に
よ
る「
か
ら
だ

の
し
く
み
」
に
つ
い
て
・
・
・
。
ス
ク
リ
ー

ン
に
映
し
出
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
臓
器
に
つ

い
て
、
そ
の
位
置
や
は
た
ら
き
を
や
さ
し
く

丁
寧
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
子

ど
も
た
ち
の
目
は
ス
ク
リ
ー
ン
に
釘
づ
け
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
子
ど
も

た
ち
は
大
変
元
気

が
よ
く
、
先
生
の

声
か
け
が
終
わ
る

か
終
わ
ら
な
い
う

ち
に「
ハ
イ
ハ
イ
ハ

イ
ハ
イ
」
と
身
を
乗

り
出
し
、
あ
ま
り

の
威
勢
の
良
さ
に

先
生
も
誰
に
当
て

よ
う
か
と
迷
わ
れ

検査機械に興味津々検査機械に興味津々

聴診器で心臓の音をききました聴診器で心臓の音をききました

閉会総会での北川てつさん閉会総会での北川てつさん

原爆の子の像をまえに原爆の子の像をまえに

スピーチをする松尾医師スピーチをする松尾医師

宮崎からの参加者宮崎からの参加者

心電図測定を体験心電図測定を体験

北２支部長峯班会北２支部長峯班会

受講終了証をもらいました受講終了証をもらいました

　

最
後
は
生
協
病
院
の
検
査
室
や
レ
ン
ト
ゲ

ン
室
の
見
学
。
検
査
室
で
は
技
師
か
ら
の

色
々
な
検
査
器
機
の
説
明
に
興
味
を
持
ち
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
室
で
は
実
際
の
Ｃ
Ｔ
の
画
像
を

見
て
体
の
中
の
様
子
に
感
動
し
て
い
ま
し

た
。
感
想
で
は「
楽
し
か
っ
た
」「
勉
強
に
な

り
ま
し
た
」「
夏
休
み
の
自
由
研
究
に
役
立

ち
ま
し
た
」
な
ど
の

声
を
き
き
ま
し
た
。

　

８
月
19
日
は
旧
赤

江
飛
行
場（
現
、
宮

崎
空
港
）
近
く
に
あ

る
特
攻
慰
霊
碑
や
掩

体
壕
な
ど
を
見
学

し
、
組
合
員
さ
ん
か

ら
平
和
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。（

組
織
部
）

る
ほ
ど
で
し
た
。
感

心
し
た
の
は
、
子
ど

も
た
ち
が
臓
器
の
場

所
や
は
た
ら
き
に
つ

い
て
実
に
詳
し
く
知

っ
て
お
り
、
正
確
に

報
告
し
て
い
た
こ
と

で
し
た
。
最
後
は
先

生
に「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」
と

お
礼
を
の
べ
、
修
了

証
を
も
ら
っ
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

先
生
が
到
着
さ
れ
る
ま
で
の
前
段
の
時
間

を
つ
か
っ
て
生
協
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
見
学
を
し

ま
し
た
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
心
電
図
の
と
り

方
や
心
臓
の
音
、
お
腹
の
音
な
ど
聴
診
器
を

当
て
て
聴
き
合
い
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
最

後
に
医
療
生
協
の「
こ
ど
も
の
保
健
学
校
」

の
計
画
に
、
毎
年
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

地
元
惣
領
町
の
子
供
会
の
役
員
の
皆
さ
ん
に

心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

（
県
北
支
部　

茄
子
田
和
哉
）

　

８
月
４
日
か
ら
６
日
に
宮

崎
生
協
病
院
の
若
手
職
員
を

中
心
に
８
名（
医
師
３
、
看
護

師
２
、
事
務
３
）
で
参
加
し

ま
し
た
。
被
爆
70
年
を
迎
え

た
今
回
確
認
さ
れ
た
こ
と
と

し
て「
核
兵
器
の
非
人
道
性
」

は
世
界
の
共
通
認
識
と
な
っ

て
お
り
、
核
兵
器
廃
絶
が
世

界
規
模
で
求
め
ら
れ
て
い
る

事
、
日
本
は
唯
一
の
被
爆
国

と
し
て
そ
の
取
り
組
み
の
先
頭
に
立
つ
べ
き
で
あ
る

と
い
う
事
で
し
た
。
閉
会
集
会
で
は
、
全
日
本
民
医

連
を
代
表
し
て
、
１
年
目
研
修
医
の
松
尾
裕
樹
医
師

が
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。「
医
療
者
と
し
て
現
場

で
人
の
命
の
輝
き
と
大
切
さ
に
触
れ
、
そ
れ
を
一
瞬

で
奪
っ
て
し
ま
う
核
兵
器
に
は
強
く
反
対
し
た
い
」、

「
世
界
中
の
皆
さ
ん
と
手
を
取
り
合
っ
て
戦
争
の
無

い
、
平
和
な
世
界
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
！
」
と
呼
び
か

け
る
と
５
０
０
０
人
を
超
え
る
参
加
者
か
ら
割
れ
ん

ば
か
り
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

（
宮
崎
民
医
連　

宮
田
宗
三
）

〈
参
加
職
員
の
感
想
〉

　

戦
後
70
年
、
被
爆
70
年
と
い
う
節
目
の
年
に
、
こ
の

よ
う
な
貴
重
な
体
験
を
す
る

事
が
で
き
、
一
人
の
人
間
と

し
て
日
本
国
民
と
し
て
大
切

な
事
を
学
ぶ
事
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
私
が
思
っ
て
い

た
よ
り
も
は
る
か
に
辛
い
現

実
を
原
爆
は
被
爆
者
の
方
に

突
き
付
け
て
い
ま
し
た
。
核

兵
器
は
、
そ
の
瞬
間
だ
け
で

な
く
、
時
を
超
え
て
多
く
の

人
々
の
夢
や
将
来
を
奪
う
悲

惨
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
人
間
が
人
間
ら
し
く
あ

る
た
め
に
も
、
国
が
一
つ
と
な
っ
て
戦
争
を
繰
り
返

さ
な
い
よ
う
訴
え
か
け
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
看
護
師　

長
友
亜
衣
）

医
師
を
目
指
す
高
校
生
と
一
緒
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク

医
師
を
目
指
す
高
校
生
と
一
緒
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク

☆
学
生
の
感
想
☆

☆
学
生
の
感
想
☆

　

７
月
24
日
か
ら
夏
の
高
校
生
企
画「
地
域
医

療
体
験
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

医
学
科
を
目
指
す
高
校
２
年
生
を
対
象
に
、
医

療
生
協
の
班
会
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
往
診
、
介
護

施
設
体
験
な
ど
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
体
験

す
る
企
画
で
す
。
今
年
は
７
校
か
ら
25
名
の
申

し
込
み
が
あ
り
ま
し

た
。
７
月
27
日
は
宮

崎
西
高
か
ら
６
名
が

参
加
。
北
２
支
部
の

班
会
と
大
塚
・
江
南

支
部
の
公
民
館
健
康

チ
ェ
ッ
ク
に
参
加
し

ま
し
た
。
組
合
員
さ

ん
は
、
医
師
を
目
指

す
高
校
生
を
暖
か
く

迎
え
健
康
チ
ェ
ッ
ク

を
優
し
く
指
導
し
て

◇
私
た
ち
が
将
来
医
師
を
目
指
す
上
で
、
ど
の
よ

う
に
地
域
の
方
々
に
医
療
を
提
供
し
元
気
で
過

ご
し
て
い
た
だ
く
か
、
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社

会
で
は
深
く
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

く
れ
ま
し
た
。「
地

域
医
療
＝
へ
き
地
医

療
」
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
た
高
校
生
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
、
医

療
生
協
の
班
会
・
健

康
チ
ェ
ッ
ク
の
活
動

は
と
て
も
新
鮮
に
映

っ
た
よ
う
で
す
。

（
病
院
実
習

　

実
行
委
員
会　

花
田
翔
太
）

憧
れ
の
白
衣
で
看
護
師
１
日
体
験

憧
れ
の
白
衣
で
看
護
師
１
日
体
験

　

宮
崎
生
協
病
院
で

は
毎
年
、
看
護
師
を

目
指
し
て
い
る
高
校

生
を
対
象
に「
高
校
生

看
護
師
１
日
体
験
」

を
５
月
〜
９
月
、
計

10
回
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
１
８
０

名
を
超
え
る
学
生
か

ら
参
加
を
申
し
込
み

が
あ
り
ま
し
た
。
中
で
も
男
子
学
生
の
参
加
が

年
々
増
え
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

学
生
さ
ん
た
ち
は
ま
ず
白
衣
に
着
替
え
、
目
指

し
て
い
る
職
業
の
服
と
あ
っ
て
み
な
さ
ん
嬉
し
そ

う
な
表
情
で
写
真
を
撮
っ
て
い
ま
す
。
生
協
病
院

で
も
体
験
終
了
後
に
は
白
衣
姿
の
記
念
写
真
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
体
験
内
容
は
病
院
の
紹
介
と
案
内
か

ら
は
じ
ま
り
、
血
圧
測
定
や
患
者
さ
ん
の
手
足
浴

ケ
ア
な
ど
看
護
師
業
務
で
す
。
学
生
さ
ん
か
ら

「
患
者
さ
ん
へ
の
ケ
ア
を
し
て
み
て
技
術
だ
け
で

な
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
も
わ
か
っ

た
」「
普
段
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
手
術
室
に
入

れ
て
よ
か
っ
た
」「
看
護
師
に
な
り
た
い
と
い
う

思
い
が
よ
り
強
く
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の

体
験
を
き
っ
か
け
に

参
加
し
た
高
校
生
の

み
な
さ
ん
、
看
護
師

と
い
う
夢
に
向
か
っ

て
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。

（
看
護
学
生
委
員
会　

森
木
友
香
）

「おげんきですか文芸欄「おげんきですか文芸欄「おげんきですか文芸欄

宮
崎
生
協
病
院「
夏
の
学
生
企
画
」

宮
崎
生
協
病
院「
夏
の
学
生
企
画
」

高岡交流プラザでの健康チェック高岡交流プラザでの健康チェック参加者同士での血圧測定参加者同士での血圧測定

足浴実習足浴実習

　

８
月
７
日
〜
９
日
、
宮
崎
か

ら
は
子
ど
も
３
人
を
含
む
17
人

が
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
て
参
加
。

６
日
夜
か
ら
明
け
方
に
か
け
て

の
大
雨
・
稲
妻
・
雷
も
影
を
ひ

そ
め
３
日
間
と
も
天
候
に
恵
ま

れ
良
か
っ
た
。
１
日
目
は
15
時
30

分
よ
り
長
崎
の
つ
ど
い
、
２
日

目
は
９
時
よ
り
テ
ー
マ
別
集
会
、

３
日
目
は
10
時
30
分
よ
り
閉
会
総

会
。
初
日
世
界（
22
ヶ
国
）
を
は

じ
め
全
国
、
北
は
北
海
道
、
南
は
沖
縄
ま
で
総
勢
５
０
０

０
人
ほ
ど
の
渦
の
中
に
い
た
。
被
爆
者
代
表
の
谷
口
稜

（
す
み
て
る
）
さ
ん
は「
戦
争
し
な
い
国
を
維
持
し
続
け
て

い
く
と
世
界
に
伝
え
る
」
と
決
意
を
述
べ
ら
れ
た
。
会
場

は
最
後
ま
で
盛
り
上
が
り
参
加
者
の
心
が
溶
け
込
み
１
日

目
の
幕
が
お
り
た
。

　

２
日
目
、
分
科
会
は『
核
兵
器
と
原
発
』
に
私
は
参
加
。

安
斎
育
郎
氏
に
よ
る『
脱
原
発
運
動
の
現
状
と
課
題
』
講
演

の
中
で
、「
原
発
誘
致
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
一
番
に
経
済
的

に
弱
く
政
治
基
盤
が
強
い
地
方
に
な
る
。
最
も
有
力
視
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
形
、
地
盤
は
二
の
次
で
、
経
済
最

優
先
で
国
民
の
、
否
日
本
の
国
の
幸
せ
は
微
塵
も
考
え
て

は
い
な
い
。
そ
れ
が
自
民
党
安
倍
の
政
治
で
あ
る
。
政
府

は
一
、
隠
す
な
。
二
、
過
小
評
価
す
る
な
。
三
、
嘘
を
つ

く
な
。
国
民
は
し
っ
か
り
と
し
た
目
と
耳
で
社
会
の
動
き

に
ア
ン
テ
ナ
を
張
ろ
う
！
」
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
心
に

刻
ん
だ
。
３
日
目
は
初
日
を
超
す
６
０
０
０
人
が
集
う
。

11
時
２
分
全
員
で
黙
と
う
。
ノ
ー
モ
ア
広
島
、
ノ
ー
モ
ア

長
崎
、
ノ
ー
モ
ア
被
爆
者
、
声
高
ら
か
に
叫
ぼ
う
。
最
後

に
宮
崎
参
加
の
３
人
の
子
供
達

は
外
国
か
ら
参
加
さ
れ
た
方
々

に
手
作
り
の
折
り
紙
を
さ
り
げ

な
く
直
接
渡
し
て
い
た
。
子
供

っ
て
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
親

善
大
使
の
大
役
を
自
ら
子
供
達

が
果
た
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

長
崎
大
会
、
大
変
有
意
義
な
３

日
間
で
し
た
。

（
こ
の
は
な
支
部　

林
道
子
）


